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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、インターロイキン1サイトカインファミリーのメンバーです。このサイトカインは、様々な免疫応答、炎症プロセス、および造血に関与する多面的サイトカインです。このサイトカインは単球およびマクロファージによってプロタンパク質として産生され、細胞傷害に反応してタンパク質分解を受けて放出され、アポトーシスを誘導します。この遺伝子と他の8つのインターロイキン1ファミリー遺伝子は、2番染色体上にサイトカイン遺伝子クラスターを形成します。これらの遺伝子の多型は、関節リウマチおよびアルツハイマー病と関連していることが示唆されています。 [RefSeq提供、2008年7月],ドメイン:IL-1前駆体間の類似性は、これらのタンパク質のアミノ末端が、まだ定義されていない何らかの機能を果たしていることを示唆しています。,機能:活性化マクロファージによって産生されるIL-1は、IL-2の放出、B細胞の成熟と増殖、および線維芽細胞増殖因子の活性を誘導することにより、胸腺細胞の増殖を刺激します。 IL-1タンパク質は炎症反応に関与し、内因性発熱物質として同定されており、滑膜細胞からのプロスタグランジンとコラーゲナーゼの放出を刺激することが報告されている。,オンライン情報:インターロイキン-1エントリ,オンライン情報:シンガポールヒト変異および多型データベース,類似性:IL-1ファミリーに属する。,細胞内局在:前駆体配列に特定の疎水性セグメントが欠如していることから、IL-1は損傷細胞から放出されるか、他の分泌タンパク質とは異なるメカニズムで分泌されることが示唆される。,サブユニット:モノマー。,
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	パラフィン包埋ヒト肺癌組織における IL-1α 抗体の免疫組織化学分析。
	

	パラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

